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道
は
、
人
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
モ
ノ
を
獲
得
す

る
た
め
、
く
り
返
し
の
移
動
に
よ
っ
て
自
然
発
生
的
に
で

き
た
。
最
初
は
陸
の
道
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
縄
文
時
代
に

は
特
定
の
石
材
を
獲
得
す
る
た
め
海
を
渡
る
海
の
道
も
あ
っ

た
し
、
川
を
利
用
す
る
川
の
道
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
播
磨
地
域

(

１)

の
弥
生
時
代
の
道
に
つ
い
て
考
え

る
。
道
の
復
元
は
、
歴
史
地
理
学
な
ど
の
分
野
で
進
め
ら

れ
、
例
え
ば
摂
津
地
域
と
播
磨
地
域
の
境
界
域
を
結
ぶ
道

と
し
て
、
白
河
峠
か
ら
伊
川
谷
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
が
想

定
さ
れ
、
弥
生
時
代
で
も
同
じ
ル
ー
ト
が
機
能
し
て
い
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

２)

(

図
１)

。

残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
な
視
点
に
よ
る
道
の

復
元
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
マ
ク

ロ
な
視
点
か
ら
播
磨
地
域
の
川
を
使
っ
た
道
の
ル
ー
ト
を

復
元
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
す
で
に
考
え

ら
れ
て
い
る
道
と
筆
者
が
示
し
た
道
に
よ
っ
て
移
動
し
た

モ
ノ
を
整
理
し
、
改
め
て
播
磨
地
域
の
弥
生
時
代
の
道
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

以
下
、
検
討
対
象
は
播
磨
地
域
と
す
る
が
、
必
要
に
応

じ
て
三
田
盆
地
な
ど
周
辺
地
域
に
も
触
れ
る
。

弥
生
時
代
は
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
終
末
期

(

庄
内
式
期)

と
五
つ
に
区
分
す
る
。
前
期
な
ど
一
つ
の

時
期
を
三
つ
に
分
け
る
場
合
は
、
前
葉
・
中
葉
・
後
葉
、

二
つ
の
場
合
は
前
半
・
後
半
と
し
、
表
の
時
期
表
記
は
弥

生
時
代
前
期
を
Ⅰ
期
、
中
期
を
Ⅱ
〜
Ⅳ
期
、
後
期
を
Ⅴ
期

と
す
る
。
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兵
庫
県
よ
り
西
の
地
域
で
は
、
現
在
で
も
日
本
海
と
瀬

戸
内
海
と
い
う
東
西
の
道
と
、
二
つ
の
海
を
結
ぶ
南
北
の

道
が
発
達
し
て
い
る
。
そ
れ
は
過
去
に
お
い
て
も
同
様
で
、

水
田
稲
作
は
瀬
戸
内
海
を
伝
っ
て
播
磨
地
域
に
も
た
ら
さ

れ
、
内
陸
部
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
内
陸
部
へ
の
ル
ー
ト
と
し
て
考
古
学
史
的
に

著
名
な
の
が
、
佐
原
眞
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た｢

加
古
川
―

由
良
川
の
道｣

で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ト
復
元
で
着
目
さ
れ

た
銅
剣
形
磨
製
石
剣
は
、
加
古
川
流
域
で
一
例
、
由
良
川

流
域
で
二
例
と
少
な
く
、
二
つ
の
川
は
標
高
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
こ
と
な
く
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
日
本
海
沿

岸
ま
で
到
達
で
き
る
唯
一
の
道
だ
と
い
う
地
理
的
特
徴
を

踏
ま
え
て
の
指
摘
だ
っ
た

(

３)

。

そ
の
後
、
こ
の
道
に
関
し
て
は
、
播
磨
地
域
の
弥
生
遺

跡
を
整
理
す
る
な
か
で
喜
谷
美
宣
が
取
り
上
げ
た
。
銅
剣

形
磨
製
石
剣
は
加
古
川
流
域
で
は
な
く
明
石
川
流
域
で
出

土
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
加
古
川
本
流
と
は

別
に
、
加
古
川
か
ら
草
谷
川
を
経
由
し
、
明
石
川
へ
抜
け

る
ル
ー
ト
の
存
在
を
述
べ
た
の
だ
っ
た

(

４)

。
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さ
ら
に
、
種
定
淳
介
は
加
古
川
―
由
良
川
の
道
で
移
動

し
た
銅
剣
形
磨
製
石
剣
・
銅
鐸
・
銅
剣
・
分
銅
形
土
製
品
・

土
器
及
び
方
形
周
溝
墓
・
多
角
形
住
居
の
あ
り
方
を
整
理

し
た
。
そ
し
て
、
弥
生
時
代
中
期
に
は
播
磨
系
土
器
が
加

古
川
を
遡
上
し
丹
後
地
域
で
出
土
し
て
い
た
の
が
、
後
期

に
は
近
畿
北
部
系
土
器
が
播
磨
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
、
つ
ま
り
、
中
期
と
後
期
で
は
土
器
が
影
響
を
及
ぼ

し
た
方
向
が
逆
方
向
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
っ

た

(

５)

。こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
筆
者
は
、
①
畿
内
地
域
の
鉄

器
で
は
も
っ
と
も
遡
る
弥
生
時
代
中
期
中
葉
に
、
明
石
川

流
域
で
も
鋳
造
鉄
斧
が
出
土
し
、
②
鉄
器
は
加
古
川
流
域

よ
り
明
石
川
流
域
で
多
く
出
土
し
、
③
中
期
後
葉
に
は
三

田
盆
地
で
ま
と
ま
っ
た
量
の
鉄
器
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
へ
の
鉄
器
は
明
石
川
を
遡
上
し
草
谷
川
、
加
古
川
を

経
由
す
る
ル
ー
ト
の
存
在
を
改
め
て
指
摘
し
た

(

６)

。

ま
た
、
も
う
一
つ
、
揖
保
川
か
ら
智
頭
町
を
経
て
、
千

代
川
を
北
上
す
る
ル
ー
ト
も
存
在
し
た
と
考
え
た
。
詳
し

く
は
後
述
す
る
が
、
た
つ
の
市
域
、
鳥
取
県
の
松
原
田
中

遺
跡
で
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
打
製
石
器

(

以
下
、

｢

二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト｣

と
言
う
。｢

金
山
産
サ
ヌ
カ
イ

― 5―
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ト｣

も
同
様
と
す
る
。)

が
、
出
土
し
て
い
た
こ
と
に
着

目
し
た
。
途
中
で
未
確
認
の
と
こ
ろ
は
多
い
が
、
播
磨
地

域
西
部
に
も
南
北
の
道
を
考
え
た
の
だ
っ
た

(

７)

。

こ
の
よ
う
に
、
弥
生
時
代
の
播
磨
地
域
に
は
少
な
く
と

も
三
つ
の
道
が
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
そ
れ
ら
を
移
動
し

た
モ
ノ
と
変
遷
を
み
て
い
こ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

(

１)

石
器

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は

奈
良
県
と
大
阪
府
に
ま
た
が
っ
て
所
在
す
る
二
上
山
と
、

香
川
県
北
部
の
金
山
が
主
要
な
原
産
地
で
あ
る

(

図
２)

。

播
磨
地
域
は
、
原
産
地
か
ら
の
距
離
を
み
る
と
両
者
の

間
に
位
置
す
る
。
明
石
川
・
加
古
川
流
域
は
二
上
山
に
、

揖
保
川
・
市
川
流
域
は
金
山
に
近
い
が
、
基
本
的
に
金
山

産
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
主
流
だ
っ
た
。
が
、
そ
う
で
は
な
い
時

期
と
地
域
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
は
後
で
取
り
上
げ
る
。

二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
播
磨
地
域
西
部
に
も
及
ん

だ
。
大
津
茂
川
流
域
の
太
子
町
亀
田
遺
跡
出
土
の
打
製
石

鏃
・
打
製
石
錐

(

第
３
図
１
・
２)

を
は
じ
め
、
揖
保
川

流
域
の
た
つ
の
市
新
宮
宮
内
遺
跡
と
寄
井
遺
跡
、
家
島
群

島
の
姫
路
市
大
山
神
社
遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
畿
内
式
打
製

尖
頭
器
は
南
河
内
地
域
で
製
作
さ
れ
、
完
成
品
が
流
通
し

た
と
い
う
点
で
打
製
石
器
の
中
で
は
特
殊
な
石
器
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
石
器
が
玉
津
田
中
遺
跡

(

第
３
図
３)

、
加

古
川
上
流
域
の
丹
波
市
七
日
市
遺
跡

(

第
３
図
４)

で
も

出
土
し
て
い
る
。

銅
剣
形
磨
製
石
剣

(

第
３
図
５)

は
、
種
定
の
集
成
以

降
、
亀
田
遺
跡
で
出
土
し
た

(

第
３
図
６)

。
石
材
で
あ

る
粘
板
岩
は
畿
内
地
域
北
方
に
原
産
地
が
あ
り
、
そ
の
周

辺
で
製
作
さ
れ
た
製
品
が
、
明
石
川
と
由
良
川
流
域
ま
で

は
一
般
的
だ
が
、
そ
の
西
で
は
稀
薄
と
な
る
。

(

２)

鉄
器

次
は
鉄
器
関
係
の
遺
構
・
遺
物
を
取
り
上
げ
る
。
弥
生

時
代
に
鉄
生
産
は
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
鉄
器
・

鉄
製
品
や
鉄
素
材

(

以
下
、
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
場
合
、

｢

鉄
器
等｣

と
い
う
。)

は
韓
半
島
南
部
か
ら
の
流
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

弥
生
時
代
中
期
中
葉
の
鋳
造
鉄
斧
は
、
明
石
川
流
域
の

― 6―
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神
戸
市
新
方
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。
中
期
後
葉
に
は
、

明
石
川
か
ら
分
岐
す
る
伊
川
沿
い
の
神
戸
市
頭
高
山
遺
跡

で
、
鉄
鏃
・

・
鑿
な
ど
一
三
点
を
確
認
し
て
い
る
。

鉄
器
で
注
目
さ
れ
る
の
が
三
田
盆
地
で
あ
る
。
弥
生
時

代
中
期
後
葉
に
は
、
丘
陵
上
に
い
わ
ゆ
る
高
地
性
集
落
が

出
現
し
、
奈
カ
リ
与
遺
跡
で
一
六
点
、
有
鼻
遺
跡
で
一
三

点
、
平
方
遺
跡
で
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に

一
〇
点
を
超
え
る
鉄
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
規

模
調
査
が
実
施
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
来
、
畿
内
地
域

の
遺
跡
で
も
同
程
度
の
鉄
器
を
保
有
し
て
い
た
。
こ
の
時

期
は
、
鉄
器
普
及
が
始
ま
っ
た
段
階
と
み
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
事
例
を
取
り
挙
げ
て
お
こ
う
。
一
つ
は
有

鼻
遺
跡
出
土
の
鉄
剣
で
あ
る

(

第
３
図
７)
。
長
さ
二
三

セ
ン
チ
、
幅
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
八
セ
ン
チ
の
完
形
品

で
、
現
状
で
は
近
畿
最
古
と
な
る
。
も
う
一
つ
が
中
西
山

遺
跡
の
板
状
鉄
斧
で
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期
の
木
棺
墓
か

ら
出
土
し
た
。
長
さ
二
三
・
九
セ
ン
チ
、
刃
部
幅
四
・
三

セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
〇
五
セ
ン
チ
と
部
厚
く(

第
３
図
８)

、

韓
半
島
か
ら
の
舶
載
品
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

鉄
器
製
作
遺
構
は
、
佐
用
町
の
本
位
田
権
現
谷
Ａ
遺
跡

で
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
未
報
告
の
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
、

後
期
後
半
の
竪
穴
建
物
床
面
で
焼
土
面
を
検
出
し
、
五
〇

点
あ
ま
り
の
鉄
器
等
が
出
土
し
た
。

実
は
、
先
に
挙
げ
た
奈
カ
リ
与
遺
跡
と
有
鼻
遺
跡
の
竪

穴
建
物
で
も
赤
変
し
た
焼
土
面
は
検
出
さ
れ
て
い
た
。
鉄

片
が
出
土
し
な
か
っ
た
た
め
、
発
掘
調
査
時
、
鉄
器
を
製

作
し
て
い
た
と
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
が
、
淡
路
市
五
斗

長
垣
内
遺
跡
の
弥
生
時
代
後
期
に
お
け
る
鉄
器
製
作
跡
の

内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
も
鉄
器
を
製
作

し
て
い
た
可
能
性
は
高
い

(

８)

。

ち
な
み
に
、
奈
カ
リ
与
遺
跡
の
鉄
鏃
は
、
鉄
板
を
切
断

し
磨
い
て
刃
部
を
作
り
出
し
て
い
た

(

第
３
図
９
・
10)

。

鉄
器
は
、
こ
の
よ
う
な
簡
易
な
技
術
で
製
作
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
弥
生
時
代
中
期
後
葉
、
畿
内
地
域
と
そ
の
周

辺
で
、
鉄
器
製
作
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

(

３)

青
銅
器

青
銅
器
で
は
青
銅
製
武
器
と
銅
鐸
を
み
て
い
こ
う
。
玉

津
田
中
遺
跡
で
は
、
木
棺
墓
か
ら
細
形
銅
剣
の
切
っ
先
が

出
土
し
、
戦
死
者
の
墓
と
さ
れ
る
。
近
畿
で
稀
少
な
細
形

銅
剣
が
、
明
石
川
流
域
に
あ
っ
た
点
を
強
調
し
て
お
く
。

銅
鐸
は
近
畿
で
生
産
さ
れ
た
祭
器
で
あ
る
。
紀
元
前
後

― 8―



ま
で
は

｢

聞
く
銅
鐸｣

で
あ
り
、
農
耕
祭
器
と
し
て
機
能

し
た
。
鋳
型
は
大
阪
府
の
東
奈
良
遺
跡
・
鬼
虎
川
遺
跡
、

奈
良
県
唐
古
・
鍵
遺
跡
な
ど
畿
内
地
域
で
発
掘
さ
れ
て
い

る
が
、
播
磨
地
域
で
も
姫
路
市
の
名
古
山
遺
跡
・
今
宿
丁

田
遺
跡
、
赤
穂
市
上
高
野
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
播

磨
地
域
出
土
の

｢
聞
く
銅
鐸｣

は
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
弥
生
時
代
後
期
、
銅
鐸
は
大
型
化
し
、

｢

見
る
銅
鐸｣

は
、
畿
内
地
域
の
集
団
を
統
合
す
る
政
治

的
シ
ン
ボ
ル
に
変
質
し
た
。
こ
の
銅
鐸
の
製
作
技
法
か
ら
、

近
江
地
域
の
工
人
の
関
与
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が

(

９)

、
そ
こ

で

｢

見
る
銅
鐸｣

の
鋳
型
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。｢

見

る
銅
鐸｣

の
生
産
地
は
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、

畿
内
地
域
の
首
長
か
ら
播
磨
地
域
を
は
じ
め
各
地
域
の
首

長
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
で
議
論
を
進
め
る
。

播
磨
地
域
で
は
、
出
土
地
不
明
を
含
め
一
〇
点
の
銅
鐸

が
出
土
し
て
い
る
。
型
式
別
で
は
、｢

聞
く
銅
鐸｣

で
あ

る
菱
環
鈕
式
が
一
点
、
扁
平
鈕
式
が
五
点
、｢

見
る
銅
鐸｣

で
あ
る
突
線
鈕
式

(

四
式
以
降)

が
四
点
で
あ
る
。
出
土

地
が
判
明
し
た
七
点
に
つ
い
て
は
、｢

聞
く
銅
鐸｣

が
加

古
川
流
域
と
揖
保
川
流
域
に
分
布
す
る
の
に
対
し
、｢

見

る
銅
鐸｣

は
加
古
川
流
域
で
み
ら
れ
な
く
な
り
、
市
川
流

域
か
ら
揖
保
川
流
域
に
収
斂
す
る
。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
突
線
鈕
四
式
の
下
本
郷
銅

鐸

(

第
３
図
11)

の
出
土
地
か
ら
九
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
と

こ
ろ
に
鉄
器
製
作
を
お
こ
な
っ
た
本
位
田
権
現
谷
Ａ
遺
跡

が
所
在
し
て
い
る
。
遺
跡
の
時
期
は
弥
生
時
代
後
期
後
半

な
の
で
銅
鐸
が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
り
、
意
味

が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る

(

�)

。

ま
た
、
伊
川
沿
い
の
表
山
遺
跡
で
は
、
小
型

製
鏡
が

出
土
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

(

４)

土
器

土
器
で
は
、
生
駒
山
西
麓
産
土
器
と
近
畿
北
部
系
土
器

を
み
て
お
こ
う
。

生
駒
山
西
麓
産
土
器
に
つ
い
て
は
、
古
く
に
今
里
幾
次

が
注
目
し
、
弥
生
時
代
中
期
に
は
加
古
川
・
明
石
川
流
域

ま
で
確
認
で
き
た
の
が
、
後
期
に
な
る
と
市
川
・
揖
保
川

流
域
ま
で
広
が
り
、
内
陸
の
佐
用
町
で
も
出
土
す
る
と
し

た
(

�)
。
こ
の
土
器
は
、
肉
眼
で
も
識
別
が
可
能
で
、
こ
れ
ま

で
に
非
常
に
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。

近
年
、
広
口
壺
が
出
土
す
る
遺
跡
を
集
成
す
る
な
か
で
、
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改
め
て
弥
生
時
代
中
期
の
明
石
川
流
域
ま
で
は
セ
ッ
ト
で

の
出
土
を
確
認
し
た
う
え
で
、
①
後
期
で
も
前
半
に
播
磨

地
域
西
部
ま
で
出
土
す
る
よ
う
に
な
り
、
②
確
認
し
た
一

三
点
の
う
ち
佐
用
町
か
ら
七
点
が
出
土
す
る
、
と
い
う
整

理
が
な
さ
れ
た

(
�)

。
銅
鐸
の
使
用
時
期
よ
り
古
い
も
の
の
、

両
者
の
関
係
は
、
今
後
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

一
方
、
近
畿
北
部
系
土
器
に
つ
い
て
は
、
①
弥
生
時
代

後
期
に
摂
津
地
域
西
部
と
播
磨
地
域
東
部
な
ど
大
阪
湾
岸

に
分
布
が
集
中
す
る
が
、
②
土
器
は
搬
入
品
で
な
く
、
両

地
域
の
断
片
的
な
影
響
が
及
ん
だ
折
衷
土
器
で
、
③
由
良

川
か
ら
加
古
川
下
流
を
通
ら
ず
、
三
田
盆
地
か
ら
明
石
川

も
し
く
は
猪
名
川
を
南
下
す
る
ル
ー
ト
が
指
摘
さ
れ
た

(

�)

。

生
駒
山
西
麓
産
土
器
は
内
容
物
を
含
め
土
器
自
体
が
移

動
し
、
近
畿
北
部
系
土
器
は
土
器
づ
く
り
の
技
術
が
波
及

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
、
人
の
移
動
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
取
り
上
げ
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	

(

１)

弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
前
葉

弥
生
時
代
前
期
に
は
、
新
方
遺
跡
や
玉
津
田
中
遺
跡
、

加
古
川
市
美
乃
利
遺
跡
な
ど
加
古
川
・
明
石
川
流
域
で
金

山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
出
土
す
る
。
水
田
稲
作
の
伝
播
に
伴
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
東
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
モ
ノ
と
し
て
、
生
駒
山

西
麓
産
土
器
が
玉
津
田
中
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

弥
生
時
代
の
開
始
期
か
ら
、
明
石
川
流
域
に
は
東
西
か

ら
モ
ノ
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(

２)

弥
生
時
代
中
期
中
葉
か
ら
中
期
後
葉

畿
内
地
域
で
鉄
器
使
用
が
始
ま
っ
た
弥
生
時
代
中
期
中

葉
に
、
新
方
遺
跡
で
も
鋳
造
鉄
斧
が
出
土
し
、
中
期
後
葉

に
は
明
石
川
流
域
、
そ
こ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
三
田
盆
地

で
鉄
器
等
の
出
土
数
が
増
加
し
た
。

鉄
器
普
及
が
本
格
化
し
た
弥
生
時
代
中
期
中
葉
、
両
地

域
で
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
供
給
量
が
変
化
し
た
。
明
石
川
流
域

で
は
中
期
中
葉
ま
で
金
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
優
勢
だ
っ
た
の

が
、
中
期
後
葉
に
は
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
優
勢
と
な

り
、
三
田
盆
地
で
は
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
優
勢
で
あ
っ

た
の
が
、
金
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
優
勢
と
な
っ
た
の
で
あ

る

(

�)

。
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明
石
川
流
域
と
三
田
盆
地
は
二
上
山
の
方
が
距
離
的
に

近
い
が
、
明
石
川
流
域
で
は
弥
生
時
代
中
期
中
葉
ま
で
金

山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
方
が
多
く
供
給
さ
れ
た
。
明
石
川
流

域
の
集
団
は
、
よ
り
西
の
集
団
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
の

が
、
中
期
後
葉
に
な
る
と
、
河
内
地
域
な
ど
東
の
集
団
と

の
関
係
が
深
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域
の
集
団
か
ら
積
極

的
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
中
期
後

葉
と
い
う
時
期
な
の
で
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
、

鉄
器
入
手
の
た
め
の
動
き
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

て
お
き
た
い
。

一
方
、
三
田
盆
地
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
な
る

と
金
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
供
給
量
が
増
え
た
。
し
か
も
、

播
磨
地
域
に
特
徴
的
な

｢

一
〇

(

い
ち
ま
る)｣

土
坑
と

い
う
、
床
面
中
央
に
楕
円
形
と
円
形
の
土
坑
を
有
す
る
竪

穴
建
物
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
土
器
の

製
作
技
法
に
つ
い
て
の
検
討
も
踏
ま
え
、
播
磨
地
域
か
ら

の
移
住
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

人
の
移
住
を
考
古
学
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は

な
い
が
、
遺
構
・
遺
物
の
あ
り
方
か
ら
播
磨
地
域
と
関
係

が
強
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
変
化
を
引
き
起

こ
し
た
要
因
が
重
要
で
、
中
期
後
葉
と
い
う
時
期
を
踏
ま

え
る
と
鉄
器
の
普
及
と
の
関
係
を
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
だ
が
、
人
の
移
動
を
引
き
起
こ
し
た
理
由
を
見
出
せ

な
い
し
、
何
で
も
鉄
器
と
関
係
づ
け
る
の
も
問
題
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
播
磨
地
域
か
ら
三

田
盆
地
に
人
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め

て
お
き
た
い
。

(

３)

弥
生
時
代
後
期
前
半

弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
、
中
期
後
葉
ま
で
低
地
に
所

在
し
て
い
た
大
規
模
環
濠
集
落
に
か
わ
り
、
丘
陵
上
に
大

規
模
な
環
濠
集
落
が
出
現
し
た
。
大
阪
府
古
曽
部
・
芝
谷

遺
跡
や
徳
島
県
カ
ネ
ガ
谷
遺
跡
は
そ
の
例
で
、
と
も
に
鉄

器
が
出
土
し
、
後
者
に
は
小
型

製
鏡
も
あ
る
。

播
磨
地
域
で
は
、
表
山
遺
跡
が
こ
の
時
期
の
集
落
に
該

当
し
、
鉄
器
と
と
も
に
、
畿
内
地
域
と
そ
の
周
辺
で
も
っ

と
も
古
い
小
型

製
鏡
が
出
土
し
た

(

�)

。

明
石
川
流
域
で
は
弥
生
時
代
中
期
よ
り
鉄
器
及
び
青
銅

器
(

以
下
、｢

鉄
器
等
金
属
器｣

と
い
う
。)

の
出
土
が
数

及
び
質
的
に
顕
著
だ
が
、
そ
れ
は
後
期
も
同
様
で
あ
っ
た
。

(

４)

弥
生
時
代
後
期
後
半
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こ
の
時
期
に
、
突
線
鈕
四
式
以
降
の
銅
鐸
が
播
磨
地
域

西
部
で
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
近
畿
北
部
系
土
器
の
影
響
が
明
石
川
流
域
に
及

ぶ
こ
と
に
も
な
っ
た
。
土
器
の
搬
入
で
は
な
い
が
、
モ
ノ

の
流
れ
の
方
向
が
、
東
西
方
向
、
あ
る
い
は
瀬
戸
内
海
側

か
ら
の
北
上
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
日
本
海
側
か

ら
の
南
下
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�

(

１)

物
流
の
十
字
路
で
あ
る
明
石
川
流
域

(

図
４)

明
石
川
流
域
に
は
、
西
か
ら
も
東
か
ら
も
モ
ノ
が
集
ま
っ

た
が
、
加
古
川
下
流
域
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
加
古
川
市
の
坂
元
遺
跡
、
古
く
に
発
掘
さ
れ
た
東

溝
遺
跡
な
ど
で
鉄
器
等
金
属
器
の
報
告
は
な
い
。
ま
っ
た

く
保
有
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
現
状
は
、
加
古
川

で
は
な
く
明
石
川
流
域
に
出
土
が
顕
著
で
、
そ
れ
は
、
当

時
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

明
石
川
流
域
の
集
落
は
、
弥
生
時
代
を
と
お
し
て
土
器
・

石
器
・
鉄
器
等
金
属
器
な
ど
の
流
通
拠
点
と
し
て
役
割
を

果
し
て
い
た
。
し
か
も
、
明
石
海
峡
を
通
過
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
海
の
道
だ
け
で
は
な
く
伊
川
谷
を
通
る
陸
の
道
と

川
の
道
も
あ
っ
た

(

�)

。
伊
川
と
明
石
川
と
の
合
流
点
に
位
置

す
る
新
方
遺
跡
は
、
流
通
拠
点
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を

強
く
示
唆
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
こ
で
明
石
川
流
域
の
モ
ノ
の
流
れ
を
理
解
す

る
た
め
、
周
辺
地
域
の
道
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。

明
石
川
流
域
の
集
落
が
流
通
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、
淡

路
島
の
存
在
、
本
州
と
淡
路
島
の
間
の
明
石
海
峡
の
存
在

と
い
う
地
理
的
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
淡
路
地
域
だ
が
、
弥
生
時
代
中
期
ま
で
の
銅
鐸
・

武
器
形
青
銅
器
は
南
部
に
集
中
す
る
。
南
部
に
は
平
野
が

開
け
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

後
期
に
な
る
と
、
丘
陵
が
卓
越
す
る
北
部
に
多
く
の
集
落

が
密
集
し
て
出
現
し
、
五
斗
長
垣
内
遺
跡
や
舟
木
遺
跡
な

ど
の
鉄
器
製
作
遺
跡
も
成
立
し
て
く
る
。
舟
木
遺
跡
か
ら

は
中
国
鏡
片
も
出
土
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
淡
路
地
域
で
は
鉄
器
等
金
属
器
の
中
心
が
南

か
ら
北
へ
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
淡
路
島
に
は
北
に
明

石
海
峡
、
南
に
鳴
門
海
峡
が
あ
り
、
と
も
に
海
の
難
所
で

あ
っ
た
が
、
と
も
に
東
西
を
つ
な
ぐ
海
の
道
と
し
て
機
能

し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
南
部
か
ら
北
部
に
中
心
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が
移
っ
た
の
は
、
社
会
全
体
の
分
業
の
進
展
、
物
資
流
通

に
お
い
て
明
石
海
峡
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に

な
る
な
ど
社
会
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

近
畿
北
部
系
土
器
は
淡
路
地
域
南
部
で
も
出
土
し
て
い

る

(

�)

。
明
石
海
峡
は
南
北
の
道
と
し
て
の
役
割
も
、
果
た
し

て
い
た
。

次
に
、
明
石
川
流
域
か
ら
草
谷
川
経
由
で
つ
な
が
っ
て

い
た
三
田
盆
地
へ
の
道
も
み
て
い
こ
う
。
西
か
ら
の
ル
ー

ト
で
は
、
加
古
川
河
口
か
ら
遡
上
す
る
ル
ー
ト
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
。

問
題
は
東
か
ら
の
ル
ー
ト
で
、
大
阪
湾
側
よ
り
遡
上
す

る
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
三
田
盆
地
と
直
接
つ
な
が
る

武
庫
川
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
川
は
途

中
で
非
常
に
急
峻
な
崖
と
な
り
、
陸
の
道
も
含
め
行
き
来

は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
だ
と
す
る
と
、

も
う
一
つ
候
補
と
な
る
の
が
猪
名
川
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ

の
流
域
に
は
弥
生
時
代
中
期
に
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
が

多
数
出
土
し
た
川
西
市
加
茂
遺
跡
が
存
在
す
る
。
後
期
後

半
に
は
近
畿
北
部
系
土
器
が
、
三
田
盆
地
か
ら
猪
名
川
流

域
に
分
布
す
る
と
い
う
指
摘

(

�)

も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
猪
名
川
ル
ー
ト
に
よ
る
三
田
盆
地
へ
の
道
は

蓋
然
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ
の
弥
生
時
代
後
期
後
半
で
気
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
瀬
戸
内
地
域
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
土
器
の
技
法

を
整
理
す
る
と
、
中
期
後
半
以
降
、
後
期
中
葉
ま
で
は
そ

の
地
域
か
ら
一
定
の
人
の
移
動
が
想
定
さ
れ
た
の
が
、
後

期
後
葉
に
は
そ
の
動
き
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
の

で
あ
る

(

�)

。
こ
の
こ
と
は
、
瀬
戸
内
地
域
と
の
関
わ
り
が
弱

ま
っ
た
こ
と
、
人
の
動
き
や
モ
ノ
の
動
き
が
停
滞
し
た
こ

と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
鉄
器
等
金
属
器
の
流
通

が
本
格
化
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
再
三
取
り
挙
げ
て
き
た
が
、
近

畿
北
部
系
土
器
の
影
響
が
、
明
石
川
流
域
そ
し
て
猪
名
川

流
域
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
畿
北
部
か
ら
、

何
ら
か
の
形
で
の
人
の
移
動
、
そ
れ
に
伴
っ
て
何
ら
か
の

モ
ノ
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

玉
類
な
ど
考
え
ら
れ
る
対
象
は
い
く
つ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
二
つ
の
地
域
の
土
器
の
あ
り
方
に
変
化
が
あ
っ

た
背
景
と
し
て
鉄
器
等
金
属
器
の
供
給
ル
ー
ト
に
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
も
っ
と
も
蓋
然
性
の
高
い
解
釈
だ
と
考

え
て
い
る

(
�)

。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
時
期
、
明
石
川
流
域
の
集
団
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は
鉄
器
等
金
属
器
の
流
通
に
、
東
西
の
道
で
は
な
く
南
北

の
道
に
よ
り
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
終

末
期
に
は
、
吉
備
系
土
器
が
河
内
地
域
、
生
駒
山
西
麓
山

の
土
器
が
吉
備
地
域
で
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
。
再
び
、

瀬
戸
内
海
は
東
西
の
道
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

播
磨
地
域
の
東
端
に
位
置
す
る
明
石
川
流
域
の
集
団
は
、

鉄
器
等
金
属
器
の
流
通
に
お
い
て
、
東
西
交
通
、
南
北
交

通
の
拠
点
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
物
流
の
十
字
路
と
し
て
の

役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

２)

佐
用
町
を
抜
け
る
南
北
の
道
(
図
５)

播
磨
地
域
西
部
の
道
に
つ
い
て
は
、
二
上
山
産
サ
ヌ
カ

イ
ト
に
よ
っ
て
、
佐
用
町
域
か
ら
智
頭
町
域
を
経
て
日
本

海
へ
抜
け
る
道
を
考
え
た
。
し
か
し
、
ま
ず
も
っ
て
、
瀬

戸
内
海
側
の
起
点
と
想
定
さ
れ
る
姫
路
市
域
で
、
そ
の
出

土
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
現
状
で
は
、
姫
路
市
域
か
ら

陸
の
道
を
通
る
場
合
と
、
揖
保
川
河
口
か
ら
遡
上
す
る
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。

二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
未
確
認
だ
が
、
興
味
深
い
の

は
鳥
取
県
智
頭
枕
田
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
弥
生

時
代
前
期
に
吉
備
系
と
播
磨
系
の
土
器
が
出
土
し

(

�)

、
中
期

後
葉
に
も
摂
津
地
域
で
み
ら
れ
る
壺
等
が
認
め
ら
れ
、
瀬

戸
内
海
側
か
ら
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
こ
の
道
を
現
時
点
で
は
暫
定

的
に

｢

佐
用
―
千
代
川
の
道｣

と
呼
称
し
て
お
こ
う
。
二

上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
等
の
確
認
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
は

揖
保
川
か
千
種
川
な
ど
川
の
名
称
を
つ
け
た
い
。

そ
の
ル
ー
ト
付
近
で
鉄
器
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
、
突
線

― 16 ―
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鈕
式
銅
鐸
が
埋
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

｢
聞
く
銅
鐸｣

は
、
播
磨
地
域
で
は
突
線
鈕
四
式
以
降

の
も
の
が
出
土
す
る
の
に
対
し
て
、
吉
備
地
域
で
は
突
線

鈕
式
三
式
ま
で
の
も
の
し
か
出
土
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
突
線
鈕
式
三
式
の
製
作
時
期
で
あ
る
後
期
中
葉

頃
ま
で
、
畿
内
地
域
の
政
治
勢
力
は
吉
備
地
域
の
そ
れ
と

連
携
を
模
索
し
て
い
た
が
、
後
期
後
半
に
は
そ
の
動
き
を

や
め
、
吉
備
地
域
と
播
磨
地
域
の
間
に
境
界
を
意
識
し
始

め
た
と
い
う
見
解
が
あ
る

(

�)
。
興
味
深
い
考
え
方
で
あ
る
。

見
方
を
変
え
る
と
、
播
磨
地
域
の
政
治
勢
力
は
、
畿
内

地
域
と
吉
備
地
域
の
間
に
位
置
し
、
ど
ち
ら
の
勢
力
と
関

わ
る
か
と
い
う
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
鉄
器
等
金
属
器
の
供
給
が
問
題
と

な
っ
て
く
る
。
政
治
的
な
関
係
に
経
済
的
な
関
係
も
影
響

す
る
の
か
ど
う
か
ま
で
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
の
で
、
こ

れ
以
上
深
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
瀬
戸
内
海
に

よ
る
東
西
の
道
が
十
分
に
機
能
し
な
く
な
る
事
態
が
起
こ
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
が
鉄
器
等
金
属
器
の
流
通
ル
ー

ト
に
な
っ
た
可
能
性
を
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
弥
生
時
代
終
末
期
に
は
、
生
駒
山
西
麓
産
の
土

器
が
鳥
取
県
域
で
出
土
し
、
古
墳
時
代
前
期
に
は
伯
耆
系

の
土
器
が
、
姫
路
市
丁
瓢
塚
古
墳
、
神
戸
市
西
求
女
塚
古

墳
で
出
土
し
て
い
る

(

�)

。
佐
用
―
千
代
川
の
道
は
、
そ
の
後

も
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
現
象
で
あ
る
。

�
�
�
�

後
半
は
類
推
に
類
推
を
重
ね
た
も
の
、
と
い
う
意
見
も

出
て
こ
よ
う
が
、
播
磨
地
域
の
道
を
復
元
し
、
移
動
し
た

モ
ノ
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、

興
味
深
い
の
は
佐
用
町
で
あ
る
。
内
陸
部
だ
が
、
生
駒
山

西
麓
産
の
土
器
、
突
線
鈕
式
銅
鐸
が
出
土
し
、
鉄
器
製
作

遺
構
も
あ
り
、
佐
用
―
千
代
川
の
道
を
考
え
た
。

佐
用
町
と
言
え
ば
、
古
代
に
お
い
て
は
姫
路
市
域
か
ら

美
作
道
が
始
ま
り
、
こ
こ
で
因
幡
へ
抜
け
る
因
幡
道
と
分

岐
す
る
。
文
献
史
の
研
究
を
短
絡
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と

は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
道
は
、
弥
生
時
代

に
は
す
で
に
開
通
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
谷
あ
い
の
道

な
の
で
、
あ
る
意
味
、
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も

知
れ
な
い
が
。

さ
ら
に
付
言
す
る
と
、
美
作
道
は
出
雲
道
に
つ
な
が
り

日
本
海
に
抜
け
る
。
そ
の
道
が
弥
生
時
代
に
存
在
し
た
こ
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と
を
示
す
考
古
資
料
は
基
本
的
に
な
い
。
た
だ
し
、
気
に

な
る
資
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
島
根
県
青
木
遺
跡
で

出
土
し
た
突
線
鈕
式
三
式
銅
鐸
の
破
片
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
は
完
形
品
が
も
た
ら
さ
れ
た
だ
ろ
う
が
、
ル
ー
ト
と
し

て
、
佐
用
―
千
代
川
の
道
を
経
た
海
の
道
と
、
陸
の
道
な

ら
ば
、
こ
の
道
が
機
能
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

こ
こ
ま
で
、
播
磨
地
域
の
弥
生
時
代
に
三
つ
の
道
に
つ

い
て
考
え
て
き
た
。
そ
も
そ
も
道
は
生
活
と
い
う
社
会
的
・

経
済
的
要
因
で
つ
く
ら
れ
た
が
、
古
墳
時
代
以
降
は
政
治

的
な
要
因
で
新
た
な
道
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
古

代
に
は
視
覚
に
訴
え
る
形
で
整
備
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
の

道
と
そ
の
前
後
の
時
代
の
道
と
の
比
較
と
い
う
視
点
は
興

味
深
く
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

注(

１)

筆
者
は
古
代
の
国
の
領
域
を
示
す
に
あ
た
っ
て
は
、
国
名

に

｢

地
域｣

を
付
け
て
呼
ん
で
い
る
。
以
下
、
畿
内
と
旧
国

の
領
域
を
示
す
場
合
、｢

地
域｣

を
付
し
て
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(

２)

荒
木
幸
司

｢

弥
生
時
代
の

｢

境
界｣｣

(『

み
ず
ほ
別
冊

弥

生
研
究
の
群
像
―
七
田
忠
昭
・
森
岡
秀
人
・
松
本
岩
雄
・
深

澤
芳
樹
さ
ん
還
暦
記
念
―』

近
畿
弥
生
の
会
、
二
〇
一
三
年)

。

(

３)

佐
原
眞

｢

大
和
川
と
淀
川｣

(『

古
代
の
日
本』

五

近
畿

角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年)

。

(

４)

喜
谷
美
宣

｢

弥
生
時
代
の
東
播
磨｣

(『

考
古
学
論
考』

小

林
行
雄
博
士
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会

一
九
八
二
年)

。

(

５)

種
定
淳
介｢

加
古
川
と
由
良
川
―
モ
ノ
の
移
動
に
つ
い
て
ー｣
(『

生
産
と
流
通
の
考
古
学』

横
山
浩
一
先
生
退
官
記
念
事
業

会
、
一
九
八
九
年
年)

。

(

６)
�

�

田
佳
男

｢

近
畿
に
お
け
る
鉄
器
化
の
再
検
討｣

(『

農

耕
文
化
の
形
成
と
近
畿
弥
生
社
会』

同
成
社
、
二
〇
一
九
年)

。

(

７)
�

�

田
佳
男

｢｢

境
界｣

に
位
置
す
る
青
谷
上
寺
地
遺
跡｣

(『

白
兎
の
ク
ニ
へ
―
発
掘
さ
れ
た
因
幡
の
あ
け
ぼ
の
―』

大

阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年)

。

(

８)
�

�

田
佳
男

｢

近
畿
に
お
け
る
鉄
器
製
作
遺
跡
の

｢

再
発

掘｣｣
(『

新
・
日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
弥
生
時
代
―』

｢

新
・

日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
弥
生
時
代
―｣

研
究
会
・

｢

新
・
日

韓
交
渉
の
考
古
学
―
青
銅
器
〜
原
三
国
時
代
―｣

研
究
会
、

二
〇
二
〇
年)

。

(

９)

難
波
洋
三

｢

近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
の
成
立｣

(『

古
代
ア

ジ
ア
の
青
銅
器
文
化
と
社
会
―
起
源
・
年
代
・
系
譜
・
流
通
・

儀
礼
―』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年)

。

(

10)
�

�

田
佳
男

｢

近
畿
弥
生
社
会
に
お
け
る
鉄
器
化
の
意
義｣

(『

農
耕
文
化
の
形
成
と
近
畿
弥
生
社
会』

同
成
社
、
二
〇
一

九
年)

。
(

11)
今
里
幾
次

｢

播
磨
の
雲
母
土
器｣

(『

考
古
学
研
究』

第
二

三
巻
第
四
号
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
七
七
年)

。

(

12)

桐
井
理
輝

｢

生
駒
西
麓
産
胎
土
を
も
つ
広
口
壺
に
つ
い
て｣
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(『

古
墳
出
現
期
土
器
研
究』

古
墳
出
現
期
土
器
研
究
会

二

〇
一
九
年)

。
本
位
田
権
現
谷
Ａ
遺
跡
は
後
期
後
半
で
、
桐
井

の
指
摘
し
た
時
期
と
異
な
る
。
こ
の
点
を
含
め
、
詳
細
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

(

13)

桐
井
理
輝

｢

弥
生
時
代
後
期
に
お
け
る
近
畿
北
部
系
土
器

の
展
開｣

(『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集』

第
七
集
、(

財)

京

都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年)

。

(

14)

藁
科
哲
男
・
丸
山
潔
・
東
村
武
信

｢

サ
ヌ
カ
イ
ト
の
流
通

か
ら
見
た
弥
生
時
代
摂
津
国
境
地
域
の
交
流
関
係｣
(『

昭
和

六
一
年
度
神
戸
市
文
化
財
年
報』

神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一

九
八
九
年)

。

(

15)

山
崎
敏
昭

｢

峠
を
越
え
て
―
弥
生
時
代
中
期
畿
内
西
周
辺

部
の
地
域
性
―｣

(『

伊
達
先
生
古
稀
記
念

古
文
化
論
叢』

伊
達
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
、
一
九
九
七
年)

。

(

16)

森
岡
秀
人

｢

弥
生
時
代
抗
争
の
東
方
波
及
―
高
地
性
集
落

の
動
態
を
中
心
に
―｣

(『

考
古
学
研
究』

第
四
二
巻
第
四
号

考
古
学
研
究
会
、
一
九
九
六
年)

。

(

17)

注
２
文
献
。

(

18)

定
松
佳
重
・
的
崎
薫

｢

淡
路
・
三
原
平
野
周
辺
の
弥
生
時

代
遺
跡
の
動
向｣
(『

淡
路
島
松
帆
銅
鐸
と
弥
生
社
会』

雄
山

閣
、
二
〇
一
九
年)

。

(

19)

注
13
文
献
。

(

20)

西
谷
彰

｢

弥
生
時
代
に
お
け
る
土
器
の
製
作
技
術
交
流｣

(『

待
兼
山
論
叢』

史
学
篇
三
三
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
、

一
九
九
九
年)

。

(

21)

注
10
文
献
。
鉄
器
が
南
北
ル
ー
ト
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
い

う
考
え
方
は
福
永
伸
哉
が
す
で
に
、
由
良
川
か
ら
亀
岡
盆
地

へ
抜
け
る
ル
ー
ト
を
示
し
て
い
る
。
福
永
伸
哉

｢

弥
生
時
代

の
転
換
期
と
七
日
市
遺
跡｣

(『

七
日
市
遺
跡
と

｢

氷
上
回
廊｣』

春
日
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
〇
〇
〇
年)

。

(

22)

濱
田
竜
彦

｢

中
国
地
方
東
部
の
凸
帯
文
土
器
と
地
域
性｣
(『

古
代
文
化』

第
六
〇
巻
第
三
号

古
代
学
協
会

二
〇
〇

八
年)

。

(

23)

福
永
伸
哉

｢

前
方
後
円
墳
成
立
期
の
吉
備
と
畿
内
―
銅
鐸

と
銅
鏡
に
み
る
地
域
関
係
―｣

(『

吉
備
と
邪
馬
台
国
―
霊
威

の
継
承
―』

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
、
二
〇
一
三
年)

。

(

24)

古
屋
紀
之

｢

古
墳
出
現
前
後
の
葬
送
祭
祀
―
土
器
・
埴
輪

配
置
か
ら
把
握
さ
れ
る
葬
送
祭
祀
の
系
譜
整
理
―｣

(『

日
本

考
古
学』

第
一
四
号

日
本
考
古
学
協
会
、
二
〇
〇
二
年)

。

【
断
り
】
紙
幅
の
関
係
で
、
注
は
本
稿
の
趣
旨
に
関
わ
る
も
の
を

中
心
と
し
、
使
用
し
た
発
掘
調
査
報
告
書
等
は
割
愛
し
た
。

【
謝
辞
】
本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
九
日
の
第
一
三
回
東
播
・

西
摂
研
究
会
で
発
表
し
た
内
容
に
、
そ
の
後
の
知
見
を
加
え
て
文

章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
当
た
り
、
下
記
の
方
々
に
は
研

究
会
当
日
に
ご
意
見
・
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
資
料
調
査
・
文
献

探
索
で
お
世
話
に
な
り
、
図
表
作
成
等
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

秋
山
浩
三
・
荒
井
順
子
・
荒
木
幸
司
・
上
田
健
太
郎
・
坂
江
渉
・

中
村
弘
・
菱
田
淳
子
・
古
市
晃
・
三
好
孝
一
・
森
岡
秀
人
・
山
本

誠

(
敬
称
略)

。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

― 19 ―


